
イ　材料の性質や質感を捉えること。	

材料の性質や質感	
　材料には，硬さや軟らかさなどの性質や，材料のもつ地肌の特徴や質感による「冷たい」，「温かい」など，人間の感覚や感情に強
く働きかける特性がある。例えば，材料によっては強度や手触りの違いがあったり，同じ材料でも磨くことにより光沢が出るなど，手

を加えることによって性質や質感などが変化したりするものもある。また，質感は材料に触れることで捉えられるものであるが，材料
に対する経験が高まることで，視覚的に捉えられるようにもなる。材料の性質や質感を捉えさせるためには，実際に材料を手に取
らせ，その感触などを十分に確かめさせるとともに材料の可変性などに気付かせることが大切である。	

重要	

(オ) 　余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢などを捉える
こと。	

余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢など	
　余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢などを捉えることは，平面作品や立体作品などを豊かに表現したり鑑賞したり
するための重要な視点である。例えば，背景に何も描かれていない作品を見たときに，余白の効果という視点をもつことで，それま

で感じていなかった作品のよさに気付くことがある。また，彫刻を見たときに，動勢という視点をもつことで，気付かなかった作品の
動きや躍動感に気付くことがある。指導に当たっては，これらの効果などと造形の要素の働きとの関連について考えさせることや，
知ることにより対象を捉える新たな視点をもつことができるようにすることなどが考えられる。	

重要	

グラデーションの効果を感じとる学習（ワークシート原稿掲載） : 図工美術OKAYAMA 
(exblog.jp)	

https://okachubi.exblog.jp/32065205/	

グラデーションの効果（指導例）	

ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解することができる。	
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